
令和元年 5月号（4）（5）広報もおか

【問い合わせ】環境課ごみ減量係　☎ 83・8692　FAX83・5896

※収集日については「家庭ごみ・資源の分け方」をご覧ください。

　3月 28 日（木）、リサイクルセンターの竣工式が
行われました。一般家庭から集められたせん定枝な
どを、たい肥に再資源化する施設で、環境に優しい
循環型社会に寄与することを目的としています。
　式典では初めに、石坂市長から「自然に満ちた真岡
市を次世代につないでいくため、廃棄物を適正に処理
し、資源循環型の地域にしていきたい」とあいさつが
ありました。その後、事業関係者等へ感謝状の贈呈と
テープカットが行われました。

品　目 平成31年3月31日まで
太さ 5cm 以内のせん定
枝・落ち葉・草 　もえるごみ

太さ 5cmを超えて
15cmまでのせん定枝 　その他・粗大ごみ

平成 31年 4月から

せん定枝・落ち葉・草
（家庭から排出されるものに限る）

Q：せん定枝などはどこで資源化して、何に利用できますか？
A：リサイクルセンターで、たい肥にします。たい肥は家庭菜園などに利用できる
　　よう、市民のみなさまに無料で配布します。
Q：落ち葉・草は、これまでどおり、もえるごみに出しても良いですか？
A：少量であれば他のもえるごみと一緒に出しても構いませんが、できるだけ「せ    
     ん定枝・落ち葉・草」の日に、透明または半透明の袋に入れて出してください。

Q：一度に多くのせん定枝を処分したいのですが、どうしたら良いですか？
A：一度に多量に出してしまうと、ごみステーションに置ききれない恐れがある 
     ので、リサイクルセンターに直接搬入してください。処理手数料は無料です。

Q：せん定した枝に葉がたくさん付いています。枝と葉を分ける必要はありますか？
A：分ける必要はありません。ひもで束ねて出してください。

Q：太さが 15cmを超えるせん定枝は、どのように処分すれば良いのですか？
A：破砕機が損傷する恐れがあるためリサイクルセンターでは処理できません。
     これまで通り専門業者に依頼してください。

「
資
源
①
」

ラ
イ
タ
ー
・
ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

　
火
災
防
止
の
た
め
、
黄
色
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
際

は
、次
の
よ
う
に
「
そ
の
他
の
雑
ビ
ン
・
缶
等
」
と
「
ラ

イ
タ
ー
・
ス
プ
レ
ー
缶
」
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
す
際
は
、
中
身
を
使
い
切
っ
て
ガ
ス
を
抜
き
、
ス    

プ
レ
ー
缶
は
大
き
く
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

飲食物以外のものが入っていた
ビン・ガラス、せともの、耐熱
ガラス、入浴剤の缶、油缶 等

スプレー缶、カセットガスボ
ンベ缶、ライター 等

水
銀
体
温
計
等
の
処
分
は

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
各
自
で

搬
入
し
て
く
だ
さ
い

　
大
気
汚
染
防
止
法
の
改
正
に
よ
り
、
水
銀
の
排
出

基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
各
家
庭
か
ら
搬
入
さ
れ

る
ご
み
の
中
に
、
水
銀
体
温
計
等
が
混
入
し
て
い
た

場
合
、
ご
み
の
中
か
ら
そ
れ
ら
を
分
別
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
水
銀
体
温
計
等
を
処
分
す
る
際
に
は
、

ご
み
に
混
ぜ
て
出
さ
な
い
で
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
各
自
で
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、対
象
品
目
、搬
入
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
対
象
品
目
】

水
銀
体
温
計
・
水
銀
温
度
計
・
水
銀
血
圧
計

※
電
子
式
の
も
の
は
「
そ
の
他
・
粗
大
ご
み
」
に
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
者
か
ら
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
芳
賀
地
区
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
搬
入
方
法
】

①
水
銀
体
温
計
等
が
確
認
で
き
る
よ
う
、
透
明
ま
た

　
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▲水銀血圧計 ▲水銀体温計

充
電
式
電
池
・
ボ
タ
ン
電
池
は

販
売
店
で
リ
サ
イ
ク
ル

　

芳
賀
地
区
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
充
電
式
電

池
や
ボ
タ
ン
電
池
は
受
け
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
充

電
式
電
池
な
ど
は
、
施
設
で
の
処
理
過
程
や
運
搬
の

際
に
、
火
災
事
故
等
の
発
生
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
「
も
え
な
い
ご
み
」
や
「
粗
大
ご
み
」

に
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
充
電
式
電
池
や
ボ
タ
ン

電
池
は
、
販
売
店
等
で
回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
充
電
式
電

池
は
、
コ
ー
ド
レ
ス

の
小
型
家
電
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
体
を
ご
み
と
し
て

出
す
際
は
、
必
ず
充

電
式
電
池
を
取
り
外

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
充
電
式
電
池
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の

　（
例
）
携
帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）、ゲ
ー
ム
機
、

　
電
動
工
具
、
コ
ー
ド
レ
ス
家
電
な
ど

※
本
体
は
、「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
」
へ
ご
協
力
い

　
た
だ
く
か
、「
そ
の
他
（
も
え
な
い
ご
み
・
粗
大
ご

　
み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
環
境
課 

清
掃
係

　
☎
８
３ 

・ 

８
１
２
６

　
FAX
８
３ 

・ 

５
８
９
６

　
芳
賀
地
区
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
８
１
・ 

１
２
４
４

　
FAX
８
１
・ 

１
２
６
６

②
計
量
棟
で
水
銀
体
温
計

　
等
を
持
参
し
た
旨
を
お

　
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
水
銀
体
温
計
の

　
入
っ
た
袋
は
、
プ
ラ
ッ

　
ト
ホ
ー
ム
で
の
荷
下
ろ

　
し
の
際
に
、
係
員
に
お

　
渡
し
く
だ
さ
い
。

※
水
銀
体
温
計
等
は
、
割

　
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付

　
け
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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